
企
画
部
市
長
戦
略
課
広
報
室

055-995-1802

No.
1278

2014年（平成26年）

12月15日号 02  ‌�原文雄元県議会議員が
　　旭日双光章を受章
03  ‌�４人の技能功労者を表彰

04  ‌�写真でふりかえる
� 2014年すその　
08  ‌�御殿場線80周年

10  ‌�人事行政の運営等を公表します

11月23日　オーストラリアンフェア



原文雄元県議会議員が旭
きょく

日
じ つ

双
そ う

光
こ う

章
しょう

を受章

市民の皆さんに心から感謝あいさつ

　この度、平成 26 年 11月

３日の秋の叙勲に際しまし

て、はからずも旭日双光章

拝受の栄に浴すことになり、

身に余る光栄と心から感謝

を申し上げます。思い起こ

せば、国会議員・労働大臣

の政策秘書として 24 年、

その経験を郷土発展のため

に尽力したいという一心で

県議会議員に立候補したの

は、平成 11 年のことであ

りました。以来、微力な私

の活動を支えてくださった

多くの市民・関係者の皆様

に心から感謝申し上げます。そして、このたびの受章

は私を支えてくださった多くの市民そして関係者の皆

様と、受章を目前に 10 月 22 日に急逝した妻とし江

の内助の功と家族に支えられた受章であると思ってお

ります。妻とし江と受章式、皇居での天皇陛下との拝

謁の儀に２人共々で出席することはかないませんでし

たが、めげることなく、今後はこの栄誉に恥じないよ

う一県民として、微力ではありますが、一層精進して

まいる所存であります。� 原　文雄　

◆原文雄元県議の主な経歴
期　間 内　容

平成11年4月
� ～平成21年12月 県議会議員

平成12年5月
� ～平成13年5月 建設委員会副委員長

平成14年5月
� ～平成15年4月 企画生活文化委員会副委員長

平成15年5月
� ～平成16年5月 総務委員会副委員長

平成16年5月
� ～平成17年5月 厚生委員会委員長

平成19年5月
� ～平成20年5月 県民委員会委員長

県と市とのパイプ役として活躍
　原元県議は、平成 11 年に初当選して以来、３期に

わたり県議会議員を務め、県と市を結ぶパイプ役とし

て活躍しました。その間、厚生委員会委員長や県民委

員会委員長などの要職を歴任し、地方自治の発展に尽

力しました。特に当市に関わることでは、市都市計画

審議会委員を務めたほか、裾野警察署の新設やシル

バーワークプラザの新築、県道仙石原新田線の整備、

各種災害復旧や河川・道路など基盤整備に力を注ぎま

した。秘書時代には、東名裾野インターチェンジの開

設や特急あさぎり号の裾野駅停車などにも尽力しまし

た。伝達式は、11 月４日㈫に県庁で、11 月 11 日㈫

には、皇居宮殿豊明殿で天皇陛下への拝
はい

謁
えつ

の儀にのぞ

まれました。

　平成 11 年から 3 期にわたり県議会議員を務めた原文雄元県議が、平成 26 年秋の叙勲で旭

日双光章を受章しました。この受章は、県と市を結ぶパイプ役として、地方自治の発展に貢

献した功績によるものです。

春・秋 連続受章、保護司の葊瀬秋雄さんと市野義久さんが藍
らん

綬
じゅ

褒章

　平成４年から今年５月まで

の 22 年間にわたり、保護司

として尽力し、過ちを犯した方々の社会復帰や再犯防

止に力を注ぎました。沼津地区保護司会裾野支部長を

務め、支部組織の育成に努めました。（今年５月で定

年のため退任しました。）

藍綬褒章（更生保護功績）

元保護司　葊瀬　秋雄さん
（深良新田・78 歳）

藍綬褒章（更生保護功績）

保護司　市野義久さん
� （公文名１区・76 歳）
　平成５年から現在までの

21 年間にわたり、保護司と

して活動し、過ちを犯した方々の社会復帰や再犯防止

に力を注いでいます。沼津地区保護司会副会長や同会

裾野支部長などを歴任し、後進の育成にも尽力してい

ます。

春 秋
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４人の技能功労者を表彰

産業部　商工観光課
995-1857

　２軒の理容室で技術上達に

励み、市内で開業しました。

幅広い世代に対応する技術を

持ち、多くの顧客に信頼され

ています。組合内では前進的

な意見を持ち合わせ、後輩の

指導育成にあたっています。

　技術習得のための講習会に

積極的に参加し、日々技術を

磨いています。その一環とし

て習得したメークの技術は多

くの顧客に喜ばれています。

また、班長を５回にわたり務

めるなど、組合の発展にも尽

力しています。

　イチゴ栽培のための様々な

技術を有し、イチゴを当市の

特産品に押し上げた立役者で

す。若手栽培者への指導を行

い、当市のイチゴ生産の牽引

役となっています。農協苺組

合では組合長も務め、組合の

発展に大きく貢献しています。

　手がけた工事はすべて工期

内に、苦情なく完成させる技

術を有しています。また、面

倒見のよい人柄で多くの若手

育成を担っています。上水道

協力会では会長など要職を長

く務め、市との協力体制強化

に貢献しています。

　市では、同じ職種に長く従事し、技能の練磨や後進
の育成などにより当市の産業技術向上に貢献した方を
表彰しています。市内の技能団体から推薦され選考会
を経て、今年度は４人の方が受賞しました。表彰式は、
11 月 17 日㈪に市役所で行われました。

内田　好和さん
（御宿入谷・61歳）

飯塚　悦子さん
（麦塚・67歳）

庄司　善髙さん
（本茶・78歳）

小川　清和さん
（中丸中・68歳）

★理容師 ★美容師

★農業（イチゴ） ★配管工

県優秀技能者表彰

　県では、県内を通じてその技能の第一人者と目され

ていて、後進の育成や生産性向上など産業の発展に寄

与した方を表彰しています。今年度は県内で25人の方

が受賞し、当市の関係では２人の方が受賞しました。

自動車デザインモデル製作　　髙橋　徹さん
（トヨタ自動車東日本株式会社　東富士総合センター）

　自動車デザインモデル製作のスペシャリスト。通常

は３工程に分業する作業を一人でこなす多能工です。

担当した車種のグッドデザイン賞や文部科学大臣表彰

の創意工夫功労者賞を受賞しています。

自動車整備工　　小林　和弘さん
（トヨタ自動車株式会社　東富士研究所）

　10 年先を見据えたエンジンの開発、燃料電池の開

発業務に従事、その中で培った技術は「究極のクリー

ンカー」である燃料電池自動車開発に大きく貢献して

います。高校生向けの燃料電池出前授業を開催するな

ど、社会への貢献も大きいものがあります。
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今年もあと少しです。皆さんにとってどんな一年でしたか。
今年一年を写真で振り返ります。

写真でふりかえる

2014 年 すその

深良用水が世界「かんがい施設遺産」に登録約4,500人が力走した富士裾野高原マラソン大会

熱気いっぱいだった富士山すその阿波おどり大会“すそのん”の着ぐるみデビュー！
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８日・�14日　市内をはじめ全国で大雪、市役所周辺で

も約10㎝の積雪

15日　富士山国際雪合戦大会が雪で中止に

19日　�元文化庁長官の近藤誠一さんによる富士山世界

遺産登録記念講演会

20日　富士すそのフィルムコミッション設立

24日　市公式ゆるキャラ総選挙の投票が開始

　　　（～３月７日）

２月

４月

１日　�児童発達支援センター「富岳裾野学園」が石脇
で開園

　　　�特別養護老人ホーム「富岳ダイヤモンドライフ
すその」が須山で開所

　　　岩波バス回転広場の供用開始
９日　ビクトリア州議会議員ジェフ・ショー氏が来裾
12日・�13日　富士山すそのパノラマロード菜の花&桜

まつり
25日・26日　ウルトラトレイル・マウントフジ
27日　第１回深良用水まつり

11日　新成人者祝賀駅伝大会が雪で中止に

12日　成人式　578人が新成人に

26日　子どもフェスティバル

　　　市長選挙・市議会議員補欠選挙

28日　大橋俊二前市長勇退

29日　髙村謙二市長就任

１月

２月25日～27日　市議会３月定例会　34案件可決

３日　生活介護事業所「さくらんぼ」が深良に開所

３日～�31日　デマンド型乗合タクシー葛山線の実証

運行

７日　市児童生徒市長賞表彰式

12日　�災害廃棄物処理の支援に対して環境大臣から

市に感謝状を贈呈

28日　“すそのん”発表記者会見

３月

初登庁する髙村市長

市内を銀世界にした大雪

開園した富岳裾野学園

“すそのん”発表記者会見
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２日　市民水泳大会

　　　すその夏まつり・富士山すその大花火大会

４日〜９日　全日本少年サッカー大会決勝大会

６日　第１回内陸フロンティア推進連絡協議会を開催

17日　環境美化活動（河川・道路等一斉清掃）

30日　富士山すその阿波おどり大会

31日　富士山須山口登山道閉山式

８月

１日　富士山須山口登山道開山式
　　　�臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

の受付を開始
　　　今里工業用地の立地企業を募集
　　　市立水泳場開場（〜９月10日）
27日　�市内で8割の映像を撮影した映画「誘拐少女」

のプレミアム試写会
　　　“すそのん”の着ぐるみデビュー
　　　 親守詩裾野市大会
30日　国立競技場の座席を運動公園に設置

７月

１日　 土砂災害に対する防災訓練

12日～24日　市議会６月定例会　16案件を可決

14日　�健康と歯のフェスティバル 〜よい歯をつくる

親子のつどい〜

16日　最終処分場（第二期）建設工事安全祈願祭

６月

５日　柳原白蓮が奉納した鈴を佐野原神社で発見

11日　富士裾野高原マラソン大会、約4,500人が力走

17日・18日　五竜みどりまつり

21日　県司法書士会と災害時の支援協定を締結

22日　�災害協定を結んでいる福島県相馬市に義援金

70万円を送金

27日　�市内東名裾野IC付近が内陸フロンティア推

進区域に指定

５月

陸上競技場に国立競技場の座席を設置

健康と歯のフェスティバル

富士山すその大花火大会

発見された白蓮の鈴

p.6
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９日　ふれあい健康まつり・ふれあい消防広場

12日～16日　市民芸術祭第二部

19日～�24日　フランクストン市デリンヤ小の児童・

フ市公式訪問団が来裾〈公式訪問団は20日～〉

17日　技能功労者４人を表彰

23日　オーストラリアンフェア

22日〜24日・29日・30日
　　　�特急あさぎり号として運行していたJR371系

がラストラン（御殿場線80周年記念運行）

11月

８月19日　市議会９月定例会　27案件を可決（～９月18日）
１日　 総合防災訓練
２日　“すそのん”ゆるキャラグランプリに初出場
　　　　（～11月３日）
16日　深良用水が世界「かんがい施設遺産」に登録
19日　フランクストン高校の生徒が来裾
20日・21日
　　　富士山すそのパノラマロードコスモスまつり

12月

11月27日～10日　市議会12月定例会

６日　県市町対抗駅伝競走大会　市の部11位

７日　地域防災訓練

14日　農業まつり

　　　衆議院議員総選挙

９月

オーストラリアンフェア

富士すそのパノラマロードコスモスまつり

10月

５日　市議会議員選挙
６日　�台風18号が接近し、市内幼稚園・小中学校が

休園・休校に
19日　富士山噴火に対する避難訓練と救出訓練
20日　�市議会臨時会 議長に二見榮一氏、副議長に勝

又明氏が就任
23日　市長表彰９人１団体を表彰
25日・26日　市民のふれあいフェスタすその
29日　市民芸術祭第一部（～11月２日）

市議会議員当選証書付与式

地域防災訓練
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跨線橋に廃レールを使用裾野駅

1872年、日本初の鉄道開通

　明治政府は 1869（明治２）年 11 月 10 日、東京―

神戸間を結ぶ幹線鉄道を建設することを決定しました。

1872（明治５）年 10 月に品川―横浜間 29km が日本

初の鉄道として開通し、その後相次いで路線が開通し

ました。そのような中、東西を結ぶ幹線ルートを中山

道とするか、東海道とするか未定でしたが、地形や営

業上有利である東海道とすることが決定し、1887（明

治 20）年９月には、国府津から沼津に至るルート（現

在の御殿場線となっている路線）が確定しました。

1889年国府津－沼津間が開通

　この幹線鉄道の路線の中でも山北－御殿場間は最大

の難所であったため、高度な技術を要する工事となり

ました。当時の土木技術の粋を集め、1889（明治 22）

年２月１日に国府津－沼津間が開通、同年７月１日に

は東海道線の新橋―神戸間が全通しました。

　当初は１日４往復、所要時間は下り 16 時間 50 分、

上り 18 時間 15 分でした。国府津―沼津間は２時間

35 分で運行されていました。この国府津―沼津間が

現在の御殿場線の路線となっています。開通当時の国

府津―沼津間の停車場は、国府津、松田、山北、小山

（現在の駿河小山）、御殿場、佐野（現在の裾野）、沼

津の７駅でした。

路線の複線化、超特急「燕」の誕生

　小山－沼津間は急こう配のため、運転上の障害が多

く運行の遅延が発生していました。そこで上下列車の

待ち合わせによる遅延を防止し、幹線輸送の円滑化を

図るため、1890（明治 23）年に複線化工事が始まり、

1901（明治 34）年に国府津―沼津間の複線化が完了

しました。また、複線化に合わせ、鉄道の設備改善が

進み、急行列車や寝台列車が運行されるようになりま

した。1930（昭和５）年 10 月１日には超特急「燕」

が運転を開始し、東京―大阪間がおよそ８時間 20 分

で結ばれるようになりました。

　もともと東海道線の一区間だった御殿場線。1934（昭和
９）年に丹那トンネルが開通し、沼津－国府津間は御殿場
線と改称されました。80 年を迎え、今も通勤・通学をはじ
め、沿線住民の重要な交通手段として生活を支えています。
御殿場線 80 年の歴史を振り返ります。

　1889（明治22）年２月に佐野駅として開業しまし

た。しかし、南海線の佐野駅（大阪府）や両毛線の

佐野駅（栃木県）とまぎらわしいという理由で、

1915（大正４）年７月に裾野駅と改称されました。

1947（昭和22）年には、東口が開設されました。

　現在もある跨線橋には

廃レールが使用されてい

ます。廃レールに記され

た刻印がその証です。

沼津
熱海

国府津小田原

裾野

岩波

御殿場

丹那トンネル

自慢の眺望、地域を支える主要交通

御殿場線80周年
p.8
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スイッチバックの跡が残る岩波駅

企画部　企画政策課
995-1804

丹那トンネル開通、東海道本線から御殿場線へ

　産業の発達に伴い、旅客や貨物が激増しましたが、

国府津―沼津間は、急こう配が連続するため輸送力の

限界となりました。このため、新たに国府津から小田

原、熱海を経て沼津を結ぶ新線の整備が検討され、熱

海と三島の間にトンネルを建設することとなりました。

工事は 1918（大正７）年４月１日に着工され、16 年

６カ月の歳月を要し、1934（昭和９）年９月 30 日に

丹那トンネルが貫通しました。

　同年 12 月１日には新線区間が開業し、東海道本線

は国府津から熱海を経て沼津へと結ばれることとなり

ました。これに伴い、国府津―御殿場―沼津間は、御

殿場線と改称されました。その後、太平洋戦争時に金

属不足のため、複線だった一方のレールが供出される

こととなり、以降、御殿場線は単線となりました。

車両の近代化、あさぎり号の運行

　1955（昭和 30 年）９月１日から旅客列車のディー

ゼル車による運転が開始されました。また同年 10 月

１日から小田急電鉄のディーゼル準急「芙蓉」が松田

から御殿場まで乗り入れを開始、御殿場線の観光路線

としての機能が強められることとなりました。

　1968（昭和 43）年４月 27 日には国府津－御殿場間、

７月１日には御殿場－沼津間が電化され、御殿場線は

全線が電化されました。これに伴い小田急線の乗り入

れ列車も電車に置き換えられ「あさぎり」と命名され

ました。

　小田急線の御殿場線乗り入れ直後から沼津までの運

転延長の要望が多くありました。1985（昭和 60）年

ごろから御殿場線活性化のため、新宿－沼津間の直通

による旅客の利便向上を図ることを発想しました。国

鉄の分割民営化後の JR 東海は、小田急電鉄との共同

開発により特急車両（小田急電鉄のＲＳＥ車、ＪＲ東

海の 371 系）を新製し、1991（平成３）年３月 16 日

から、特急「あさぎり」が新宿 - 沼津間の運転を開始

し、裾野駅にも停車しました。その後、2012（平成

24）年３月 17 日から、「あさぎり」の全列車が小田

急電鉄のＭＳＥ車に統一され、運行区間は新宿駅と御

殿場駅の間に短縮されました。

　1999（平成 11）年 12 月４日には新造車両 313 系

が導入され、ワンマンカーによる運転が開始されまし

た。2002（平成 14）年９月７日には、御殿場線 19 駅

目となる長泉なめり駅が開業しました。現在、裾野駅

を発着するのは、上りが１日 34 本、下りが 35 本で

市民にとって重要な生活交通となっています。

　1944（昭和 19）年 12 月８日に開業しました。

もともと岩波には信号所が置かれていました。信

号所の退避線を利用して駅を作ろうとしましたが、

勾配が急であったため、珍しいスイッチバック方

式のホームが設けられました。列車のディーゼル

▲�平成24年３月16日、あさぎり号として上り最終便となった17
時41分裾野駅発のあさぎり８号。車両は小田急ＲＳＥ20000
形。右は、同車で利用された自由席特急券。

化に伴いスイッチバック

方式は廃止されました。

現在の駅舎は 1989（平

成元）年に完成しました。
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総務部　人事課
995-1806

人事行政の運営などを公表します
　人事行政の透明性を高め、市政への理解と信頼を得られるよう、
裾野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の規定により、
職員の給与や定数管理の状況のあらましを公表します。詳しい情報
は市のホームぺージに掲載していますので、併せてご覧ください。

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）� （単位：人）

※職員数は一般職の職員数で、地方公務員の身分を持つ休職者・派遣職員などを含みます。臨時・非常勤職員は除
きます。

部門

区分

一般行政部門 特別行政部門 公営企業など
の会計部門 合

計

議

会

企
画
総
務

税

務

民

生

衛

生

労

働

農
林
水
産

商

工

土

木

計

教

育

消

防

計

水

道

下

水

道

そ
の
ほ
か

計

平成25年 4 79 24 56 43 1 9 5 41 262 63 72 135 11 7 16 34 431

平成26年 4 81 24 56 42 1 9 4 41 262 64 73 137 10 6 16 32 431

対前年
増減数 0 2 0 0 ▲ 1 0 0 ▲ 1 0 0 1 1 2 ▲1 ▲1 0 ▲ 2 ０

１．職員数に関する状況�

２．職員の給与に関する状況�

※平均給料月額とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
※経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している年数のことです。

区分 住民基本台帳人口
（平成25年度末） 歳出額Ａ 人件費Ｂ 人件費率

Ｂ／Ａ
平成24年度
の人件費率

平成25年度 53,582人 195億8,088万1,000円 34億3,717万6,000円 17.6％ 18.6％

①人件費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給与費 １人当たりの
給与費Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

平成25年度 399人14億8,776万5,000円 4億3,107万2,000円 5億6,039万1,000円 24億7,922万8,000円 621万4,000円

②職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 平均年齢 平均給料月額 学歴 初任給 経験年数10年 経験年数20年 経験年数30年

一般行政職 41.3歳 32万4,455円
大学卒 17万8,800円 26万8,580円 37万5,200円 41万3,111円

高校卒 14万4,500円 � 31万3,220円 37万8,650円

技能労務職 48.9歳 36万3,519円 高校卒 14万4,500円 � 34万6,750円 36万9,100円

③職員の平均年齢、給料月額などの状況（平成26年４月１日現在）

p.10
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①期末・勤勉手当
区分 期末手当 勤勉手当 計

６月期 1.225月分 0.675月分 1.9月分

12月期 1.375月分 0.675月分 2.05月分

合計 2.6月分 1.35月分 3.95月分

②退職手当
区分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.62月分 27.025月分
勤続25年 30.82月分   36.57月分
勤続35年   43.7月分   52.44月分
最高限度 52.44月分   52.44月分

③地域手当　支給率６％
	 １人当たりの平均支給年額24万8,642円
④特殊勤務手当　21種類
	 １人当たりの平均支給年額７万362円
⑤その他手当
	 扶養手当、住居手当、通勤手当など

５．分限と懲戒処分に関する状況�
� （平成25年度）

①分限処分者数　３人
※�分限処分とは、職員がその職務を十分果たしえない

場合などに行う処分です。

②懲戒処分者数　０人
※�懲戒処分とは、職員の一定の服務義務違反に対して、

道義的責任を追及するために行う処分です。

３．職員の手当に関する状況
� （平成26年４月１日現在）

４．特別職の給与などに関する状況
� （平成26年４月１日現在）

給料・報酬月額 期末手当の支給割合

給与
市　長 81万円

（６月期） （12月期）副市長 65万円
1.875月分 2.025月分教育長 62万5,000円

報酬
議　長 37万5,000円

（６月期） （12月期）副議長 33万5,000円
1.7月分 1.65月分議　員 31万5,000円

６．福祉と利益の保護に関する状況�
　共済組合では、職員とその家族の病気、けが、出産、

死亡などに対して必要な給付を行う短期給付事業、職

員の退職、障がい、死亡に対して年金・一時金の給付

を行う長期給付事業、健康の保持増進事業や住宅資金

の貸し付けなどを行う福祉事業の大きく分けて３つの

事業を行っています。

　市では、職員の厚生活動事業を行っているほか、職

員の任意による互助組織の職員互助会を組織し、文化

事業や体育事業、職員の健康増進事業に対しての助成

などを行っています。

７．研修と勤務成績の評定に�
� 関する状況
　平成 25 年度に実施した、新規採用職員・主査・管

理者などの職階ごとに実施する研修、法令・個々能力

開発・教養などの専門研修、県自治研修所・市町村ア

カデミーなどの研修機関で行う派遣研修、自己啓発支

援研修・自主研究グループなどの自主研修に、延べ

605 人が参加しました。人事評価については、人材育

成型の人事評価を実施しています。

８．勤務時間とそのほかの�
� 勤務条件に関する状況
①一般職員の勤務時間の状況
　勤務時間／７時間 45 分（８時 30 分～ 17 時 15 分）

　休憩時間／ 12 時～ 13 時　

②年次有給休暇の使用状況（平成25年）
　平成 25年１月１日～ 12 月 31 日

　１人当たり／９日と５時間

③育児休業と部分休業の取得者数の状況
� （平成25年度）
　育児休業／女性２人

　※�平成 25 年度に新たに育児休業・部分休業を取得

した人数です。
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Photograph 11 月

消防士の仕事を体験
　幼年消防クラブに加入している裾野ひかり幼稚

園と千福が丘ひかり幼稚園の園児 58 人が、消防

署に体験入署しました。レスキュー体験では、消

防士に支えられながらバランスをとって、細い綱

を渡っていました。ほかに消火器での消火体験、

煙避難訓練、消防車などの見学をしました。

� （11 月４日）

七歳児祝賀式、550人の園児をお祝い
　敷地内の木々が色づき始めた市民文化センターで、

七歳児祝賀式が行われました。今年度対象となった

のは 550 人の園児たちです。式典では、市長など

からのたくさんのお祝いのお言葉に、大きなかわい

らしい声で「ありがとうございます」とこたえてい

ました。� （11 月７日）

フ市のデリンヤ小、西小で給食体験
　姉妹都市の豪州フランクストン市のデリンヤ小学

校の児童が 11 月 19 日㈬から来裾し、西小学校に

２日間体験入学しました。１日目の昼食は６年生の

クラスで給食を食べました。西小の児童たちは、英

語を使って好きなスポーツや食べ物を聞いたりして

交流を深めました。� （11 月 20 日）

各地区でコミュニティまつり
　11 月は各地区でコミュニティまつりが開催さ

れました。西地区コミュニティまつりでは。西中

学校吹奏楽部の演奏や、みどり連の阿波踊り、ミ

ニ列車への乗車が催されました。ミニ列車には多

くの親子連れが集まり、子どもたちは大はしゃぎ

で乗っていました。� （11 月３日）

p. 12p.12
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Photograph November

芸術の秋、華やかな舞
　市民芸術祭が市民文化センターで行われました。

11 月２日㈰には、参加者約 100 人による大合唱が

行われ「モルダウ」と「大地讃
さん

頌
しょう

」を熱唱しました。

16 日㈰の日舞・邦楽の部では、子どもたちが華や

かに日本舞踊を披露しました。

健康・福祉・消防のふれあいイベント
　ふれあい健康まつりとふれあい消防広場が、福

祉保健会館と消防庁舎で開催されました。健康ま

つりでは、健康チェックや歯科医師による歯科相

談、8020 推進コーナー、認知動作型トレーニン

グマシン体験などに人気が集まりました。様々な

ふれあいを通じて、ボランティアの皆さんのぬく

もりが伝わる一日となりました。（11 月９日）

「371系ラストラン」
　御殿場線 80 周年を記念し、

2012 年３月まで特急あさぎり号

として運行していた JR の 371 系

が５日間、臨時運行されました。

市民の方に馴染みの深かった 371

系は、最終日の 11 月 30 日㈰の

ラストランをもって引退すること

となりました。
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お知らせ
Announcement

森
も

林
り

づくり県民税による
森林整備の推進

　県では森林づくり県民税を財源に

して「森の力再生事業」を実施し、

森林の整備を進めています。この事

業では、手入れが遅れた森林や竹林

を整備し、森林の持つ公益的機能を

高めることで快適な暮らし環境を

作っています。

県東部農林事務所森林整備課
　920-2170
　農林振興課　995-1824

市街化調整区域の建築
許可基準一部緩和

　市街化調整区域で自己用一戸建専

用住宅を建築できる、指定大規模既

存集落制度の基準が一部緩和されま

した。

〈接道要件の緩和〉
 （�旧）原則として、幅員６ｍ以上の

道路に 10 ｍ以上接していること

 （�新）原則として、幅員４ｍ以上の

道路に４ｍ以上接していること

〈居住要件の緩和〉
 （�旧）深良・富岡・須山の市街化調整

区域内に、おおむね20年以上生活

の本拠を有するものまたはその分家

 （�新）深良・富岡・須山の市街化調整

区域内に、おおむね10年以上生活

の本拠を有するものまたはその分家

まちづくり課　995-1856

年末年始の公共施設の休業日

施設名 期　間

市役所・各支所 12月27日㈯～
１月４日㈰

市民体育館

12月29日㈪～
１月３日㈯

運動公園
富士山資料館
生涯学習センター
中央公園
市民文化センター
鈴木図書館
東西公民館

南・北児童館 12月26日㈮～
１月５日㈪

斎場 12月31日㈬～
１月２日㈮

せせらぎの湯 12月26日㈮～
１月５日㈪

ヘルシーパーク 12月30日㈫～
１月１日㈭

　平成 26 年１月１日から 12 月

31 日までに医療機関、薬局など

に支払った後期高齢者医療保険適

用の医療費の自己負担分を一部助

成します。

次のすべての要件を満たす方

　①�平成 27 年１月１日に、市に

住民登録があり、県後期高齢

者医療の被保険者であること

　②�医療機関などを受診したとき

に市に住民登録があること

　③�市後期高齢者医療の保険料の

未納がないこと

�●該当する医療費の領収書（原

本）●後期高齢者医療被保険者

証●対象者名義の預金通帳●印

鑑（認印可）●重度障害者医療

費助成金受給者証（お持ちの方

のみ）

後期高齢者医療制度　受付期間は１月７日㈬～30日㈮
助成額

①昭和10年３月31日以前に生まれた方
年額10,000円が上限②県後期高齢者医療の被保険者で重度障害

者医療費助成金受給者証をお持ちの方

①②以外の県後期高齢者医療被保険者の方 年額6,000円が上限

申請の受付（土日・祝日を除く）

ところ と　き

市役所４階402会議室 １月７日㈬～30日㈮ ９:00～ 16:30

深良支所
１月15日㈭ ９:00～ 16:00

１月16日㈮ ９:00～ 12:00

富岡支所
１月19日㈪ ９:00～ 16:00

１月20日㈫ ９:00～ 12:00

須山支所
１月22日㈭ ９:00～ 16:00

１月23日㈮ ９:00～ 12:00

市役所地下会議室Ａ・Ｂ １月25日㈰ ９:00～ 12:00

� 社会福祉課　995-1819■は、休日受付
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日時　 会場　 対象　 内容　 定員　 参加費・使用料など　 持ち物　 申込・申込方法
申込期限・期間　 その他　 問合せ　 Web　 Mail　 FAX　

年末年始の
「すそのーる」運休

　路線バス「すそのーる」は、12

月 29 日㈪から平成 27 年１月３日

㈯まですべての便を運休します。

企画政策課　995-1804

“すそのん”のイラスト使用

　“すそのん”のイラストを商品や

チラシなどに使用する場合は、申請

してください。

�所定の申請書に必要事項を記入し、

商品名や材料、レイアウトなどが

わかる企画書を添付して市長戦略

課広報室に提出してください。申

請書は市ホームページからダウン

ロードすることができます。

使用承認期間
　承認を受けた日から２年を経過す

る日以後の最初の３月 31 日まで

�●個人が家庭内で使用する場合、

申請は不要です。

　�●市の信用または品位を損なうお

それがあるとき、法令または公序

良俗に反するおそれがあるときな

ど使用できない場合があります。

市長戦略課広報室
　995-1802

募 集
Recruitment

平成27年度採用市職員

職種／保健師

人数／２人程度

資�格／保健師の資格を持っていて、

昭和 55 年４月２日以降に生まれ

た方

〈案内書・申込書の配布〉
平成 27 年１月 13 日㈫まで

�市役所３階人事課

郵�送請求／封筒の表面に朱書きで

「試験案内希望」と明記し、送付

先を記入した返信用封筒を同封し

てください。返信用封筒は A ４

用紙が折らずに入る大きさのもの

（角２封筒など）を使い、140 円

切手（速達の場合は 410 円切手）

を貼ってください。

〈申込受付〉
平成 27 年１月 13 日㈫（必着）

　受付時間▶８時 30 分～ 17 時

※土日・祝日・年末年始は除く

申�込方法／申込用紙などに必要事項

を記入し、人事課に提出してくだ

さい。※郵送可

〈第一次試験〉
平成 27 年１月 25 日㈰

市役所会議室

人事課　995-1806

　市内をロケ地またはテーマ題材

とした映像作品（ショートムー

ビー）を募集します。

●募集作品
　�以下のすべての要件を満たすも

の

・�市内で撮影されたもの、または

市をテーマとしたもの（アニ

メーションやスライドなど写真

をつなぎ合わせたものも可）

・�当市の魅力を表現しているス

トーリー性のある映像作品

・ �30 秒以上５分以内のオリジナ

ル未発表作品

●応募規定
・�プロ・アマを問いません。

・�作品の応募数に制限はありませ

んが、入賞は１人（１団体）１

賞とします。

・�作品はＤＶＤにコピーして提出

してください。応募作品は、返

却しません。

●賞
　最優秀賞 10 万円（１点）

　優秀賞	 ５万円（１点）

　特別賞	 １万円（３点）

●応募方法
　�　応募用紙に必要事項を記入し、

観光協会または市長戦略課広報

室に提出してください（郵送

可）。応募用紙は市ホームペー

ジからダウンロードすることが

できます。

●募集締切
　平成 27 年１月 30 日㈮

観光協会　992-5005
　〒 410-1102　深良 451

　市長戦略課広報室　995-1802
　〒 410-1192　佐野 1059

富士すその ショートムービーコンテスト富士すその ショートムービーコンテスト
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募 集
Recruitment

自動販売機の設置者

　市役所と水道庁舎に自動販売機を

設置する事業者を募集します。

設置場所
　①市役所地下多目的ルーム内

　②水道庁舎屋外敷地内

貸付面積
　①�幅 1.4m ×奥行 1.3m ×高さ 2.2m

（１台あたり）

　②幅 2.0m ×奥行 1.0m ×高さ 2.2m

※�使用済容器回収箱の設置分なども

含む

販売品目・台数
　①�清涼飲料水１台、牛乳・乳飲料

など１台

　②清涼飲料水１台

※�清涼飲料水は災害対応の自動販売

機に限る

設置期間
　①平成27年２月１日㈰から３年間

　②平成27年４月１日㈬から２年間

選定方法／制限付一般競争入札

�①は総務管財課、②は下水道課に

必要書類を提出してください。募

集要領などは市ホームページから

ダウンロードすることができます。

�12月22日㈪～平成27年１月９日㈮

※�土日・祝日と年末年始を除く

①総務管財課　995-1807
　②下水道課　995-1835

輝くからだづくり講座

�平成27年１月18日㈰ 14時 ～15時

30分 受付▶13時30分～13時50分

�福祉保健会館３階研修室

市に住民登録がある方

80 人

演題／歯周病が及ぼす身体への影響

講�師／汐見登さん（しおみ歯科医院

医院長）

�すその健康マイレージカード（お

持ちの方）

�託児を希望する方は１月 13 日㈫

までにお申し込みください（先着

15 人）。

健康推進課　992-5711

県立沼津技術専門校入校生

　平成 27 年度の入校生の第三期募

集を行います。

募�集科・人員／機械技術科20人、電

子技術科20人、情報技術科20人

訓練期間／２年間（昼間）

応�募資格／平成27年３月時点でおお

むね30歳以下で、技術、技能を身

につけて就職する意欲のある方

〈試験〉
�平成 27 年１月 28 日㈬

�県立沼津技術専門校（沼津テクノ

カレッジ）

合格発表／２月４日㈬　12時

�平成 27 年１月５日㈪～ 21 日㈬

県沼津技術専門校
　925-1071

認知症を語る会

　申し込みは不要です。直接会場に

お越しください。

�平成 27 年１月９日㈮

　13 時 30 分～ 15 時

�市民活動センター（福祉保健会館）

�認知症の方を介護している家族の方

市介護家族の会（中村）
　993-2508
　社会福祉協議会　992-5750

日本語ボランティア
セミナー2015

基�調講演／グローバル化時代の異文

化コミュニケーションと日本語教育

分�科会／①「また来たい」「続けよう」

と思える日本語教室づくりのために

　�②グローバル化する日本社会が求

めるこれからの「国際人」

　�③「こんなときに使う」を伝えよ

う！場面や機能を意識した授業づ

くり

平成 27 年１月 12 日㈪

　基調講演▶ 10 時～ 11 時 30 分

　�分科会▶ 13 時 30 分～ 16 時

�県男女共同参画センターあざれあ

（静岡市駿河区）

�基調講演 500 円、分科会 500 円

�県国際交流協会にお申し込みくだ

さい。※電話、メール、FAX 可

平成 27 年１月９日㈮

県国際交流協会
　054-202-3411
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平成26年度 全国統一防火標語

もういいかい
　火を消すまでは
　　　　まあだだよ

納付期限：２月２日㈪
市県民税� 第４期分

国民健康保険税� 第７期分

介護保険料� 第７期分

後期高齢者医療保険料� 第６期分

１月　税金・料金

１月　水道工事当番店
※工事、修理は有料です。

１日㈭ ㈱中川商店
☎ 993-1555

２日㈮ ㈲杉山設備工業
☎ 993-3030

３日㈯ 高橋設備
☎ 993-1336

４日㈰ ㈲小島屋商会
☎ 998-0019

10 日㈯ ㈲アサヒ住設
☎ 997-3933

11 日㈰ 工管設
☎ 993-1603

12 日㈪ 鈴木住宅設備
☎ 993-3901

17 日㈯ ㈱西島工業
☎ 993-1070

18 日㈰ ㈲井上設備工業
☎ 997-4578

24 日㈯ 田央設備㈲
☎ 997-5175

25 日㈰ 植松水道
☎ 992-4644

31 日㈯ 鈴鹿建設㈱東富士支店
☎ 997-2704

１月　カレンダー

１日㈭ 深良地区元旦マラソン・
駅伝大会

11日㈰

新成人者祝賀駅伝大会

成人式

消防出初式

交通指導員視閲式

25日㈰ 子どもフェスティバル
2015

人　口　53,435人� （ 8 人 ）
　男　　27,277人� （ 18人）
　女　　26,158人� （−10人）
世　帯　21,346世帯�（−4世帯）
内、外国人� 733人 400世帯

12 月１日現在
データバンク

相談
Counseling

年金相談

　年金事務所の職員が、諸届出の受

付や手続きの相談に応じます。

平成27年１月29日㈭　10時～13時

�市役所 1 階市民相談室

14 人程度（先着順）

�事前に国保年金課へお申し込みく

ださい。※電話受付可

平成 27 年１月 15 日㈭

国保年金課　995-1813

静岡がんセンター
出張がんとよろず相談

　医師、看護師、ソーシャルワーカー

などを含めた２～３人のチームが、

患者・家族からのがんに関する疑問

や不安・悩みについて話を聞き、一

緒に考え、問題を解決する手助けを

します。

平成27年１月30日㈮ 13時～16時

�沼津市保健センター（沼津市八幡

町）

�沼津市の近隣に住んでいて、がん

に関する相談を希望する方

５組（先着順）

�県がんセンターよろず相談へお申

し込みください。※電話可

平成 27 年１月５日㈪～ 16 日㈮

県がんセンターよろず相談
　989-5392

自死遺族支援～大切な方を
亡くした方をサポート～

　突然、大切な方を失うと、生活だけ

でなく心や身体などに様々な変化が

現れることがあります。大切な方を

自死で亡くした方の相談に応じます。

平成27年１月21日㈬　13時～16時

�東部健康福祉センター（沼津市高

島本町）

�県精神保健福祉センター（静岡市

駿河区）では、毎月第１㈬ 13 時

～ 16 時に相談を行っています。

�事前にお申し込みください。

県精神保健福祉センター
　054-286-9245
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１月前期の救急協力医

１ 木

薬袋内科
クリニック 933-0148 徳倉

望星第一
クリニック 922-0222 柳町 沼津市立病院 924-5100 東椎路 原小児科医院 962-0636 八幡町

さはこ内科
クリニック 999-3850 中土狩

２ 金

なおきクリニック 929-8555 東椎路

聖隷沼津病院 952-1000 松下 池田病院 986-1212 本宿 西村医院 971-6510 下土狩

鈴木医院 993-0430 佐野

３ 土

今井医院 921-3211 五月町

あめみや内科 935-1159 吉田町 瀬尾記念・
慶友病院 935-1511 �下香貫

島郷 坂小児科医院 931-3233 �下香貫
前原

遠藤医院 997-0533 葛山

４ 日

花メディカル
クリニック 987-9145 下土狩 西方外科医院 921-1333 共栄町

あそうクリニック 929-7575 筒井町 白十字小児科医院 933-5111 �下香貫
馬場

高桑医院
岩波診療所 997-0486 岩波 遠藤クリニック 975-8801 久米田

５ 月 林医院 931-1120 住吉町 田沢医院 962-1205 大手町 すずきファミリー
クリニック 960-0333 一本松

６ 火 青沼胃腸科クリニック 929-6205 大岡 鈴木医院 993-0430 佐野 よざ小児科医院 967-5722 原

７ 水 大沢医院 931-1019 御幸町 さくら胃腸科・
外科 994-1008 御宿 まるやま

小児科医院 981-8577 堂庭

８ 木 おおい神経内科 922-8886 北高島町 池田病院 986-1212 本宿 星野医院 962-0782 山王台

９ 金 福士内科クリニック 932-3553 �下香貫
藤井原

こんどう
クリニック 925-2420 岡宮 杉谷小児科医院 923-6543 筒井町

10 土 杉山病院 963-4114 錦町 聖隷沼津病院 952-1000 松下 りゅうじん医院 988-3133 下土狩

11 日

本村クリニック 969-0001 大塚 守重医院 931-2511 �我入道
江川

森本神経内科
クリニック 976-5221 竹原 古屋小児科医院 963-0407 西条町

杉山医院 992-0028 平松 東医院 921-5520 高沢町

平日：17時〜21時　　土曜日：12時〜18時　　日・祝日：8時〜18時　※12/29〜1/3は8時〜18時

日 曜 内科 外科 小児科
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救急協力医は変更になる場合がありますので、
事前にお問い合わせください。

救急協力医テレホンサービス
935-0119

清水町
長泉町
沼津市
三島市
裾野市
富士市

12 月

境医院 975-8021 竹原 関外科胃腸科医院 921-2185 花園町

青木医院 986-0999 下長窪 西村医院 971-6510 下土狩

須山診療所 998-0006 須山 山本整形外科・
循環器科 989-8111 南一色

13 火 清水館医院 993-2323 茶畑 大沢ハート
クリニック 929-1313 若葉町 田中医院 921-2053 高島町

14 水 つかだ医院 983-1577 堂庭 頴川医院 921-5148 高島本町 原小児科医院 962-0636 八幡町

15 木 清流クリニック 941-8688 堂庭 池田病院 986-1212 本宿 白十字小児科医院 933-5111 �下香貫
馬場

日 曜 耳鼻科� ８時〜17時 眼　科� ８時〜17時 産婦人科�８時〜17時 歯　科� ９時〜15時

１ 木
わたなべ�
耳鼻咽喉科医院
0545-65-6787

松岡 永井眼科
980-1777 萩 静岡医療センター

975-2000 長沢 めぐろ歯科
980-6480 中土狩

２ 金
内藤耳鼻咽喉科�
クリニック
987-1717

桜堤 吉村眼科内科医院
984-1333 長伏 沼津市立病院

924-5100 東椎路 なかがわ歯科
973-7777 長沢

３ 土
よねやま�
耳鼻科医院
0545-53-6885

永田町
本田さくら�
眼科医院
951-1365

大手町 聖隷沼津病院
952-1000 松下 服部歯科医院

992-0011 佐野

４ 日 静岡医療センター
975-2000 長沢 三島総合病院

975-3031
�谷田�
藤久保

田中産婦人科医院
971-3541 中央町 松本歯科医院

993-8711 千福が丘

１１ 日
田中耳鼻咽喉科�
医院
975-0226

中央町 山秋眼科医院
924-4680 筒井町

前川産婦人科�
クリニック
999-0300

下長窪 会田歯科医院
972-0418 卸団地

１２ 月
三島耳鼻咽喉科�
クリニック
935-6681

�下香貫
樋ノ口

あいあい眼科�
クリニック
967-7715

原 島田産婦人科医院
972-6100 伏見 しんあい歯科医院

973-6686 伏見

平日：17時〜21時　　土曜日：12時〜18時　　日・祝日：8時〜18時　※12/29〜1/3は8時〜18時

日 曜 内科 外科 小児科

沼津夜間救急医療センター
☎ 926-8699

沼津市日の出町1-15

三島メディカルセンター
☎ 972-0711
三島市南本町4-31

内科・外科・小児科
20時30分〜翌朝７時

（土・日曜日・祝日は18時〜翌朝７時）

内科・外科・小児科
平　日：18時〜22時
土曜日：14時〜21時
日祝日： ９時〜21時
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伝統を生かし、創造性をつちかい、文化のまちをつくります市民憲章 :

12
月15

日
号

１月の行事予定
おはなしの会
� 　10 日㈯　11 時～ 00 分　文化センター図書室

� 　17 日㈯　14 時～ 00 分　おはなしのへや　　

親子おはなしの会
� 　20 日㈫　10 時 30 分～　文化センター図書室

ファーストブック
� 　21 日㈬　  9 時～ 12 時　展示室　　　　　　

� 　28 日㈬　13 時～ 16 時　展示室　　　　　　

親子わいわい広場
　申込みは不要です。直接会場にお越しください。

と　き／平成 27 年１月 17 日㈯　10 時～ 12 時

対　象／幼児・小学生とその保護者

内　容／�かんたんな工作・かるた取り・ゲームを

して遊びます。

そのほか／入退室は自由です。

※�駐車場のスペースに限りがあるため、公共交通

機関または市役所駐車場をご利用ください。

１日㈭、２日㈮、３日㈯、５日㈪、
13日㈫、19日㈪、22日㈭、26日㈪

１月の休館日

新刊紹介 New Release

『うなぎ一億年の謎を追う』
著：塚本勝巳　学研教育出版

『あしたあさってしあさって』
作：もりやまみやこ

絵：はたこうしろう　小峰書店

『ゆうぐれ』
作：ユリ・シュルヴィッツ

訳：さくまゆみこ　あすなろ書房

『どうぶつたいじゅうそくてい』
絵：高畠純

文：聞かせ屋。けいたろう　アリス館

『ムーン・ジャンパー』
絵：モーリス・センダック

文：ジャニス・メイ・ユードリー　偕成社

『いっしょにあそばへん？』
作・絵：岡田よしたか　金の星社

『ヤモリ、カエル、シジミチョウ』
著：江國香織　朝日新聞出版

『化
け

土
とう

記』
著：北原亞以子　PHP 研究所

『みんなの少年探偵団』
著：万城目学・湊かなえ　ポプラ社

有井　琉
りゅう
馬
ま

くん
（２歳 10カ月・公文名三）

杉山　紀
き
衣
い

ちゃん
（２歳８カ月・須山）

髙橋　英
えい
吾
ご

くん
（２歳 10カ月・岩波）

岩﨑　琉
りゅう
希
き

くん
（２歳７カ月・青葉台）

渡邉　颯
そよ
香
か

ちゃん
（２歳 11カ月・須山三）
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